神経内科専門医、医長クラスまたは診療部長クラスの募集　(1名または若干名)
新潟病院神経内科では週一回の救急輪番、毎日の外来診療からの急性期の神経疾患、脳血管障害、免疫神経疾患、脳炎の入院治療、神経難病の急変に対応して、あらゆる神経疾患診療をおこなうことで、地域医療を支えています。
さらに、筋ジストロフィー領域、神経難病領域で高度な専門性とリハビリテーション機能により在宅療養を推進しています。安心して在宅ができるように短期入院をおこない、合併症治療、栄養療法、心不全治療、呼吸不全治療、外科手術などに関しても高度な診療を行っています。経食道心エコーなどを利用した脳血管障害のリスク分析も行っています。身体障害者自立支援法の療養介護事業も同時におこない、筋ジストロフィーや気管切開人工呼吸療法中の神経難病患者の長期療養も保証しています。
 今回、ロボットスーツHALを用いた神経筋疾患を対象とした医師主導治験も新たに当院でおこなうことになり、医療事業として大きく拡張することにいたしました。
 このため、神経内科専門医資格をもち、脳血管障害、神経難病、免疫神経、筋ジストロフィー医療、非悪性腫瘍緩和ケア、ロボットスーツを用いたリハビリテーションなどの領域の内、いずれかまたは複数の領域で、地域での診療と臨床研究をおこなってくださる専門医を募集します。さらに、後期研修医や神経内科専門医を目指す医師の教育と臨床研究を指導してくださる方を歓迎します。難病領域の災害医療の実践的研究者も歓迎します。
待遇はご相談に応じますが、医長以上の常勤医であるだけでなく、学会、研究会の参加費用、海外学会の参加費用など病院負担を行います。臨床研究部があり、研究費は必要な金額を執行することができます。また、地域医療のサポートのために兼業なども許可されます。
風光明媚で自然環境のよい新潟病院に是非ご就職ください。一度、訪問してご視察をしていただければ幸いです。ご連絡お待ちしています。事業拡大のため常時就職可能ですが、2013年4月1日赴任でもOKです。
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リンク：待遇等についてはこちらをクリック
